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12月例会のご案内

11月度第 6回幹事会報告
11月 1日  18:00～ 21,00
奈良県社会福祉総合センター
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2.行事報告

第 2回東海自然歩道 口歩こう会 参加者 21名 奈良県在住者の参加が 7名 と少なかった
10月例会 大台ケ原     参加者 10名

3.検討事項
西大和中学、高校から出前教室依頼の件 (シニア自然大学からの紹介)

受ける前提で、2～ 3案を検討し、先方に打診する。
4,決定事項 新春講慶会0件

日時  1月 18日 (土)10:00～ 12:00
場所 奈良県文化会館

講師 河合正人 (奈良県環境アドバイザニ) テーマ 昆虫
5,その他 ①編集の件、スタッフの増員ができればいいが難しい現状のため,原稿の送付など

で工夫し、みんなで協力をする。
②次回幹事会 12月 6日 〈金)18100、 奈良文化会館 2階 F室

文責、谷口 暁

「冬に入る奈良公園の観察」

今回Iま昼間第一部として牡鹿の鳴く奈良公園の冬準備をじつくりと観察して回ります。第二部は暮色に包
まれた公園に飛翔するムササビを探見します。
1日 時1 12月 7日 (土) AM13:00
(集 合)近鉄奈良駅前、行基書薩噴水前
f行 程∫ 第一部,近鉄奈良―興L3~寺一鹿苑―若草山麓一手向山ノヽ幡一東大手鐘楼一南大門,一三雛

第二部、南大F電前集合 18:00「むささび」の生態観察,解散 19:30頃
[天 候1 4ヽ雨決行t但 し降雨次第で第二部は中止。
I持ち物]ハ イキングスタイル,懐中電灯、 担当、樋口 善雄

新春講演会のご案内               ‖井 秀夫 会長
昨年に弓1き続き新春講演会を開催いたします。大自然の不可思議さを昆虫を通してユニークな話しが開け
ると思います。気軽に多数のご出席をお待ちします.

1、 日時  平成 15年 1月 18日 (上)受付 9100、 開演 10:00、 終了12100
2、 場所  奈良県文化会館  7階第2会議室
3、 講師  あやめ池自然博物館 学芸員 河合 正人氏
4、 演題  こ機 と昆虫の話よ
5、 会費  無料
6、 その他 講演終了後、昼食会を予定しています。御希望の方は受付で申し込み下さい。





秋 行 脚 に 思 う

川井 秀夫

今年は、残暑が終わると、程なく断続的な寒波が襲来して、自然の営みにも無言の

驚きと悲鳴が聞こえる様な、足早な季節の移ろいを感じます。

私も例年より早めの防寒スタイルで、毎年の事ながら紅葉前線を各地に追っかけて

見ました。木曽御嶽、木曽駒ヶ岳の初冠雪の秀麗な姿、丹波路の紅葉、能勢初谷川から妙

見山への渓流ウオーク、京都御苑の自然林とそれぞれに心の昴ぶりを覚え、感動の出合い

がありました。日本の雑木林のもつ、癒しの自然美でしょうか。

当会の例会行事にも参加し、仲間たちとの共感の中で、私なりの感慨を纏めて見まし

た。

10,9日 大台ヶ原 快晴 気温 7・ C寒風が首筋に冷たい。パーク ボラとして活動す

るシニアの仲間たちと会う。失われつつあるトウヒの原生林更生に、実生から苗木の育

成、植林と奉仕活動に取り組む姿に、頭が下がる思いが募る。

日の出岳から正木ガ原へ。ナナカマド、オオイタヤメイゲツが、はやばやと色を染め

て、吹く風に秋の序曲を奏でる。山頂近 くで、偶然俯蹴する形でカケスの飛翔を見る。

カラスの仲間だが、自、青、黒、茶の配色が陽光に透けて実に美しい。コゲラが逃げも

せず、日前で木の虫を啄み、大自然のゆったりした時間が過ぎて行 く。

正木が原に来て息を呑む。 トウヒの立ち枯れが想像を越えて凄まじい。丸で一瞬の放

射能で破壊された様な、地獄絵図に近い光景を見る。

議者は鹿書として、毎年 50頭の鹿を駆除すると言う。ある学者は自動車の排気ガス

とも言う。果たしてそうか。私には国境を越えてやって来る酸性雨 (SOX)の汚染も

複合要因としてあるのではないか思えてならない。車の人山制限、鹿の隔謙 保護エリ

アの設置等々 新対策を頭に描きながらも、少し虚しさの残る一日であった。

11.10日 飛鳥川源流を訪ねる。晴れ 最高気温 15° C

飛鳥駅から飛鳥川を遡上。十キロの道程を朝風峠から稲淵の集落を経て、水源近 く

女滝まで。今日のポイントの一つは飛鳥の景観。高松塚、朝風峠から望見する大和平野

のたたずまい、古代飛鳥人の生活をイメージしながら、ロマンを追う。

源流の山あいは極めて暗い。かつて谷の傾斜面には棚田が広がり、照葉樹林があった

という。戦後、国策により針葉樹林に化けて、昼なほ暗い不毛の様相を現出している。

源流復元にはボラ団体が活動されており、当会のメンバーである有本 倍美氏 豊島

すみ子氏が参画され、今後のご健闘を祈るや切である。

閑話体題

飛鳥駅前のケヤキに注目。三本並ぶ成本の一本が紅葉、二本が黄葉と異色の対照はそ

れなりに美しい。私のイメージではケヤキは褐色に近い鈍い紅色ではなかったか。

識者は言う、黄色は紅色に変わるプロセスだと。一人は日照、気温、土壌の違いから起

こるんだと。同じ場所にありながら納得ができない。

数日後、万博のケヤキの丘の説明板に解説があり納得したが、来年飛鳥のケヤキ君が

どんな顔色をするのか楽しみである。 (紙数が尽きた。正解は来年まで私の秘密)
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